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1.軽い核( 3 孟 A 孟41) において Sugimototこより，鏡映核の磁気能率と βー崩壊ft-値と全角運動
量より，四つの実験的な期待値 (l: S.)_i1 >叫 (l: li 1 >叫 (l: "{'3( t1 si 1 >叫 (l:d t1li t1 >岬が求められた。
最初に，この四つの期待値を Op-殻領域( 5 ~五 A 孟 15) において計算し ，(l: si t1 > (l: li 1 > (l: "{'3( t1 siり
は計算値と実験値がよく一致するが， (l: "{' 3( I 1it1 >について計算値と実験値のずれが著しく大きい
ということを指摘する。















示しており，この違げを考慮することにより， 1 で指摘された<;:，r 3( i) lz.(t) )に対する実験値と理論値
との聞の大きなずれが解消されることを示す。







し，定量的にその大きさを求めた。そして磁気能率と β ー崩壊では， 中間子による影響が異っている
ことを指摘した。
K. Sugimoto により，原子質量数A が 3 から 41 までの比較的軽い核において，鏡映核の磁気能率と
ß-崩壊の ft-値および全角運動量より，アイソ・スカラー，アイソ・ベクトルのスピンおよび軌道角
運動量の四つの実験的な期待値 <;:'S~i)) ， <;:'l~t)) ， <;:'dt)) , <;:'dt)n t)) が求められている。最初に，
この四つの期待値を Op-殻領域( 5 孟 A 壬15) において計算するために，殻模型にもとずいて原子核
のエネルギー，励起準位を再現出来るように波動関数を決定した。この波動関数を用いて，四つの期







果が大きく異ることがわかったO この差異を考慮することによってく;:，d t) l~t) )に対する実験値と理
論値との不一致が解消されることを明らかにした。
このように，定量的に中間子効果を磁気能率と β ー崩壊の実験値から抽出する方法を考案し，かっ
その大きさを求め， <;:, d i)l~t) )の実験値と理論値の大きなずれを説明することに成功したO 養老憲
二君のこの研究は原子核の磁気能率と ß- 崩壊に対する中間子のはたす役割を研究する上に大きく寄
与している。よって理学博士の学位論文として十分価値あると認める。
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